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学校力向上に関する総合実践事業 兼 地域連携研修 兼
地域人材との連携による子どもの読書活動推進事業



南が丘小学校が考える「学校力」とは

〇学校が一体となった組織的な取組が生む教育力
・一人一人の子どもの成長のために目指す目標
や方向が同じであり、学校職員同士のつながり
ができている。

〇個々の職員に過度に依存しないチーム力
・バリバリタイプの数名の先生が何でもかんでも
引き受けているのではなく、同僚性が発揮され、
協働的に実践している。

〇学校の自己改革力
・具体的な目標設定をして、実践し、できたかど
うかを評価して、考え方や方法をすぐ変えること
のできる教員集団である。



学校力向上に関する
総合実践事業

今年度の計画と数値目標



包括的な学校改善に関する内容







校長等のリーダーシップ等に
関する内容





具体的な取組の紹介



ホームページで学校の様子を紹介



ソーシャルスキルトレーニングの取組



日常の実践に直結するテーマ別研修の実施

昨年度実施した「フランチャイズチェーンのあり方
～会社オーナーの考え方～」での参加者アンケートより



研修等の全教職員の共有のために

「たば風通信」の発行



事務職員の学校運営への積極的な参画



みんなで考える会議（MKK)

「目標達成のために組織として、問題意識をどれだけもつかという

点がカリキュラム・マネジメントの基盤となる」という考えのもと

全教職員による、
「強み」を更な
る「強み」へ、
「弱み」を「強
み」に変える話
し合い（学校評
価会議）



課題に対する具体案の提示
（算数科の課題・宿題の内容等の課題）

課題 → 指導部からの提案 → 全体での取組の確認



今年度の南が丘小学校の
校内研究について



本校の課題

「児童アンケート」「CRT経年比較」
「全国学力学習状況調査・児童質問紙」等より

〇主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善
〇児童の課題をより明確にし組み立てる

学習過程の組織的な取組（算数科）
〇家庭学習の取組



「 単元を見通し、子どもたちが
『わかる』『できる』が実感できる

算数科の授業づくりを目指して」
～つけたい力の明確化と子どもたちが主体となる授業～

研究主題

研究仮説

〇１単位時間の授業で「つけたい力」を明確にして指導

者が適切に関わることで, 子どもたちが主体的に学び、
より確かな学力を身につけることができる。



【課題解決に向けた具体的な取組】

〇ピクトグラムを活用した単元を見通した授業づくり
〇数学的な見方・考え方を働かせた授業づくり
〇学習意欲が増す教材教具の工夫（具体物・ICT活用）
〇一単位時間における「教えること」「考えさせること」の明確化
〇対話における指導者の適切な発問や資料提示の工夫
〇知識をもとにした応用・発展的な課題に協働的に取り組む

「深化問題の充実」
〇本時の目標に準じた児童の学習の振り返りの工夫

【指導者の適切な関わり】

〇教えること, 考えさせること, まとめることの明確化
〇子どもの姿や発言を丁寧に見る, 聞く
〇子どもの思いや考えを理解する
〇本時のねらいとの関係を考える
〇どのように関わるかを決める
〇わかりやすく板書したり, 端的に発問したりする



地域人材との連携による子どもの読書活動推進事業の一環としての取組

図書室へ算数コーナーを設置（他の
教科も同様に整備）し、授業やその他
の時間で活用できるにしている。

日常の読書活動及び家読、授業等でも
活用できる年間各学級３００冊、学校全
体で１８００冊の本を江差町図書館から
借り入れ。（学級PTAとの連携）



本校の算数科における授業スタイルについて
本校が平成２６年度から算数科において取り組んできた「教え

て考えさせる授業」。



① ② ③

上記のような「教えて考えさせる授業」の学習過程をもとに築
き上げた南が丘小学校独自の学習過程や問題解決型学習を通して、
本時の目標に迫っている。



本日の公開授業について



３年生：「分数を使った大きさの表し方を調べよう」

知識を身に付ける段階、理解を確認
する段階、知識を活用する段階を通し
て、本時の目標達成に迫る授業。

６年生：「順序よく整理して調べよう」

確認を複数回行うことで得た知識を
もとに深化問題に児童が主体的に関わ
り、本時の目標に迫る活用型の授業。



本日の公開授業、
皆様からのたくさんの意見を

お願いいたします。


